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１Ｋｗ対応３Ｂａｎｄ(1.9ＭＨｚ，3.5ＭＨｚ，7ＭＨ）

ハーフ・スローパーの作り方！！
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ケーブル
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鉄塔

7MHz:トラップ 3.5MHz:トラップ

3バンドｱﾝﾃﾅの構成実際のｱﾝﾃﾅ

1.9MHz:折り返し

7HMz ヒゲ 3.5HMz ヒゲ
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アンテナの設計

使用するBandの中心周波数

1.9MHｚ・・1.910MHｚ

3.5MHｚ・・3.530MHｚ

７.0MHｚ・・7.050MHｚ

※使用するアンテナ・ワイヤーの直径2.0mmφ

38.34ｍ

20.76ｍ

10.38ｍ

d
lLogZo 2138=

特性インピーダンスの計算

%10055.42
×

⋅
=Δ

Zoπ

l2 =ワーヤー長（λ/2 ）
ｄ＝ワイヤーの直径

⊿(%)=100－Δ短縮率⊿

アンテナの長さ

アンテナの長さ ×
4
λ ⊿
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鉄塔の等価半径を求める

• Hallenの式

非円形断面を円形断面に近似

した等価半径を求める式

r≒0.59G r：等価半径 G：一辺の長さ

鉄塔の最上部0.38ｍ

鉄塔の最下部1.30ｍ

Hallenの式の代入

r=0.59×0.38=0.224ｍ r=0.59×1.30=0.991ｍ

(0.224+0.991)/2=0.4955m

• 鉄塔の等価半径＝ 495.5mm
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直径

長さ

巻数

線間

線径

巻数

直径

心線

5C-2V

トラップ用同軸コイルの原理

外部導体

心線
外部導体

コイル

コンデンサー

B

A A

C

C
A

A
BC D

等価回路

MMANA

L:インダクタンス

共振時

C

共振周波数 LC
f

π2
1

=
トラップ

非共振時 4L:インダクタンス

全長 67pF/m×C=

D

C
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計算(MMana)
L=3.05μH

線間 7.0mm
線径 0.8mm

巻数 11.5回

直径 5.5cm

133.1pF

198.7cm全長

67pF/m

133.1pF

７MHｚ同軸トラップ・コイル

5.5cm

10.5cm

N=11.5

5C-2V
心線

外被

L=3.05μH C=133.1pF理論値

共振時

非共振時

f=7.9MHz

4L=12.2μH
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計算(MMana)
線間 7.0mm
線径 0.8mm

巻数 22回

直径 5.5cm
L=7.04μH

254.6pF

3.5MHｚ同軸トラップ・コイル

5.5cm

18.0cm

N=22

5C-2V

心線

外被

380.1cm全長

67pF/m5C-2V

L=7.04μH C=254.6pF理論値

共振時

非共振時

F=3.73MHz

4L=28.16μH
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ひげの表現

ひげを表現
7. 7MHｚのひげ
8. 3.5MHｚのひげ
9. 1.9MHｚのひげ

7MHｚのひげ

ローデングコイル
1. 7MHｚ用
2. 3.5MHｚ用
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MMANAによる計算

ひげを表現
7. 7MHｚのひげ
8. 3.5MHｚのひげ
9. 1.9MHｚのひげ

ローデングコイル
1. 7MHｚ用
2. 3.5MHｚ用
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MMANAへデータを入力したｱﾝﾃﾅの形状

7MHｚのひげ

鉄塔

スロープ



11

7MHｚのシュミレーション結果②
SWR・周波数特性
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7MHｚのシュミレーション結果③
指向特性
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7MHｚの電流分布図
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3.5MHｚのシュミレーション結果②
SWR・周波数特性
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3.5MHｚのシュミレーション結果③
指向特性
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3.5MHｚの電流分布図
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1.9MHｚのシュミレーション結果②
SWR・周波数特性
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1.9MHｚのシュミレーション結果③
指向特性
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1.9MHｚの電流分布図
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ｱﾝﾃﾅの調整

• 給電部に滑車を取付けｱﾝﾃﾅの揚げ降ろしが

出来るように設置

１）７MHｚから調整、中心周波数に共振するよう、

ヒゲをカット＆トライで追込む。

２）3.5MHｚ、1.9MHｚも同様にヒゲをカットし、
中心周波数に共振するよう追込む。

実際のｱﾝﾃﾅの長さ②

①各Band毎に設けたヒゲの長さ。

②２個のﾄﾗｯﾌﾟで延長されるエレメントの長さ。

①＋②がｱﾝﾃﾅ設計のところで算出した
エレメント長に近似する結果となった。
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実際のｱﾝﾃﾅの裸のSWR

1.910MHｚ・・・・・・ SWR 1.3

3.530MHｚ・・・・・・ SWR 1.2

７.050MHｚ・・・・・・ SWR 1.1
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トラップのQとSWR特性

トラップのQ = 30

トラップのQ = 50
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トラップのQとSWR特性

トラップのQ = 100

トラップのQ = 80
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トラップコイルの作り方①
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トラップコイルの作り方②
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7ＭＨｚ用のトラップコイルの共振周波数を測定。
※トラップコイルの共振周波数は巻き幅で
調整します。

【 7ＭＨｚ用のトラップコイル】
40φmmの塩ビパイプに５C2Vを11.5回
バイファイラ巻きにします。巻き幅10.5cm
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3.5ＭＨｚ用のトラップコイルの共振周波数を測定。

※トラップコイルの共振周波数は巻き幅で調整します。

【 3.5ＭＨｚ用のトラップコイル】
40φmmの塩ビパイプに５C2Vを22回

バイファイラ巻きにします。巻き幅18cm
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【ソーター・バラン】

トロイダルコアT-130-2にUEW銅線2を
14回巻く。

7ＭＨｚ用の
トラップ

3.5ＭＨｚ用の
トラップ
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